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   足立ブロック 

  令和７年度（２０２５年度）事業報告 

 

 

【 足立ブロック全体 】 

１. 総括 

 さくら・かえでの事業開始から２５年が経過した年度でした。令和６年度より新たに掲げた法人中長期

計画の VISION2028 と令和６年４月の介護保険および障害者福祉サービス等の報酬改定に沿い、整理

しながらご利用者支援と目標利用率達成を目指しました。 

  

さくら（入居支援課）では、配属階に拘らず、全体的にさくらのご利用者支援にかかわれる体制整理を 

すすめることができました。リーダー、サブリーダーがさくら２階・３階のフロアを往来し、把握する 

ことでいままで統一されずにいたことも、徐々に整えることができました。入浴支援では２階・３階の 

入浴日に各階の職員から 入浴支援を行う職員を配置し、さくらのご利用者の支援を行いました。急な 

欠勤などの場合にも、いままでよりスムーズに職員間でフォローができるようになりました。また、入退

院時や体調変化時には迅速な情報共有と連携を行い、安全で継続的な生活の確保に努めました。地域との

かかわりとして、近隣保育園での体操参加などを通じて社会参加の機会も創出しました。多職種連携に 

ついては、会議体や日々の声かけを通じて概ね円滑にすすめることができましたが、情報共有のタイミン

グや内容にばらつきがあり、認識の差が生じる場面があったことが課題です。業務状況によりご入居者や

ご家族と向き合う時間の確保や記録の質に差が見られました。さらに、入居と短期入所の利用実績におい

ては、空床期間の発生やキャンセル対応の課題があり目標未達となっています。一方で、短期入所の新規 

利用やリピート利用は一定の成果が見られています。今後は情報共有体制の強化と記録の徹底、連携の質

の向上を図るとともに、空床期間の短縮や利用調整の強化に取り組み、より質の高い支援の実現につなげ

ていきます。 

 

かえで（通所支援課）では、さくら入居支援課や同課のデイさくらと、職員が連携をしさくらと同様の 

取り組みをしています。また、５年ぶりとなる個別外出の再開やカフェ交流など、対面での活動を積極的

にすすめました。リハビリ体制や団体連携において一部計画どおりにすすまなかった点は、次年度の重要

課題として改善に取り組みます。 

 

デイさくら（通所支援課）では、５年ぶりとなる外出活動の再開やサークル活動の活性化など、ご利用

者の「楽しみ」と「社会参加」を軸とした運営に注力しました。アンケートや懇談会を通じて「社交ダン

ス」や「外食」といった具体的なニーズを把握し、一部を実際のサービスへ反映させることができました。 

一方で、異常な暑さ（猛暑）により、外出計画の遅延や準備不足が生じた点は次期への大きな課題とな

りました。また、重度者の利用終了に伴う利用率の伸び悩みや、半日利用ニーズへの対応といった経営面

での課題も残りました。 
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健康支援課では、クラスターの発生はありませんでしたが、疥癬や感冒症状等の対応に関しては、嘱託

医や他部署とも連携して対応しました。くりかえしの発生や長期化したことにより、ご家族および職員に

不安を感じさせることがありました。感冒症状や疥癬等の対応は１年をとおして必要となるため、日々の

体調観察は継続して取り組んでいく必要があります。機能訓練では、ご利用者１人ひとりの身体 機能や

能力を把握し、日常生活のなかで行うことができるリハビリを中心に取り組むことで、機能の維持・向上

に努めました。体操や個別リハビリ、屋外活動などを通じて意欲の向上や生活の質の維持につなげる支援

を行うことができました。また、看取り期のご入居者に対しても安心して過ごせる環境づくりを行い、 

精神的な安定にも配慮しました。 

 

食事支援課では、毎月の行事や食セクション企画の郷土カレーの提供などを継続し、紅葉祭や食セクシ

ョン・笑顔セクションコラボ企画「クレープをつくろう！～わくわく満腹ドキドキ楽しんで～」、食セク

ション企画「巨大ケーキでデコりんこ」などを行い、ご利用者と一緒に楽しむことができました。また、 

職員の増減に合わせた業務の見直しなど毎月のミーティングにて話しあいを行いました。食材の高騰に

ついても情報共有しながら、都度の食材や献立の見直し、仕込み業務の見直しなどを行うことでより良い

食事の提供を継続しました。食器の入れ替え計画を立て、通所支援課からすべての食器と、入居支援課の

朝食分の食器の入れ替えを行いました。その他、食事支援委員会と運営し、おやつづくり、カフェ企画、

毎月のミールラウンドの実施などに取り組んでいます。 

 

居宅支援では、新しい職員２名を迎え、年度中旬に３人体制となりました。毎月のミーティングや毎日

の申し送りで、管理職と進捗を確認し、担当ケース件数を計画的に増やしていきました。計画的に行う 

ことで、目標を上回るペースで整理していくことができています。その他、地域に暮らす住民について

も、交流の場を設けるため、市民団体と協同して、野菜の即売会で「介護相談」を行うことで、直接地域

住民の方の声を聞くことができました。第三者評価の受診をしたことで、居宅介護支援事業所として、 

適切な事業所運営・ケアマネジメントの資質向上について、「ケアプラン自己点検」「業務の標準化マニ

ュアル作成」を作成することに取り組んでいく課題が見えてきました。 

 

地域包括では、事業を月別で設定、職員を主担当・副担当に分けスケジュールを立てやすくしましたが、

立案から実施まで経過を管理するシステムを担当職員にすべて任せていたことにより、担当職員しかが

わからないことや、当日参加するも内容を理解できていないなどの課題もありました。実態把握訪問に 

おいては、職員の努力もあり１２月にて１００％（不在・拒否率も５％以下）を達成することができまし

た。相談件数は、７，２１４件。昨年度の倍となっています。相談内容も多岐にわたり、「訪問時にはラ

イフラインが止まっているケース」「居住継続が困難で、既に立ち退き命令が出ているケース」など職員

一人では支援ができず、また、ホウカツ単体では解決できない事例が多くありました。職員全体で役割 

分担し、他機関と連携しながら対応することが多くありました。職員の退職により事業がすすまなかった

時期はありましたが、大きな問題もなく経過できたことは評価できると思います。 

 

リブインさくらでは、今年度、退居者数１４名（内訳看取り支援１３名、他施設転居１名）、新規    

ご入居者数１０名であり、地域の口コミによる紹介や老人ホーム紹介センターなどに空床案内を積極的

に行いましたが、目標利用率（９０．２％）に届きませんでした。第三者評価では、ご入居者調査では  

支援サービスに関する満足度が「大変満足」２８．６％、「満足」５７．１％、「どちらともいえない」

１４．３％の結果をいただき、個別的なかかわりや、ご要望に即した対応ができていると感じました。 
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肯定的なご意見とは反対に支援の配慮が課題となり、接遇面の見直しを含め支援マナーの統一を図って

いきます。 

また、地域に向けた取り組みでは町会と協同し地域ニーズに応じた取り組みを実施したり、地域の楽しみ

につながる移動販売を定期的に行いました。 

 

管理課では、毎月予算管理ミーティングを実施し、予算執行状況の共有をすすめました。予実管理  

Ｅｘｃｅｌ（各自担当分）を管理課職員が毎月作成し、実績の評価を行いました。また、えん担当者を 

中心にした予実管理Ｅｘｃｅｌと会計ソフトの突合作業により、正確な会計処理と適切な会計ソフト 

入力をすすめることができました。物品購入依頼書のデジタル運用がすすみ、購入伺い→決裁→発注→ 

納品→支払を一気通貫で管理する一覧システムができあがりました。 

次に、さくらかえでの短期入所の相互利用のため、Ａさくらショートステイベッドを障害利用者も使え

るようにする「もみじ」の開設・Ｂかえでショートステイベッドを高齢利用者も使えるようにする届出、

の双方を行いました。また、リブインさくらの料金見直しを提案し、事務手続きをすすめました。 

 

採用活動では、中途採用は例年より入職者が多く、足立区やハローワーク主催のイベントなどに積極的

に参加した成果をあげることができました。派遣社員の人数の適正化も行えました。また、リファラル 

採用は紹介料増額キャンペーンを春先に行い、こちらも成果があがっています。さらに人財部の取り組み

により、入職するすべての職員に対して採用オリエンテーションを実施することができています。 

 

 

２. 重点目標に対する評価 

（１）「個別化」「尊厳」「自己選択」：原点である「制度における理念・目的」を見失わず、「自分の

居場所だと思える」「自分がしたいことができている」「自分で決めることができる」を意識し、

ご利用者の できる力とニーズを捉えた個別支援計画策定と計画にもとづいたサービス提供に

努めます。 

設定理由・・・介護保険・障害者支援で示す「自立支援（予防）」の考えにもとづいた個別    

支援計画を作成し、計画に沿ったサービス提供をするとともに、「個別化」「尊厳」 

「自己選択」を基本に、ご利用者の日常生活を整え、ＰＤＣＡを意識した具体的

な支援を実施します。 

取り組み内容 評価 

①ご利用者の「できる力」とニーズを見極め

た個別支援計画を作成し、意思決定支援を 

踏まえたご利用者・ご家族の思いに寄り添う

支援を提供します。 

②法人事業所を含めた、事業所間、部署間、

他職種間、協力関係機関の連携を強化し、 

チームとしての支援体制とネットワークを

構築し、施設および在宅で、最期まで住み 

慣れた環境で生活できる支援を提供します。 

 

①②ご入居者支援ついて、１人ひとりの生活歴や 

価値観、身体状況を踏まえ、「個別化」「尊厳」

「自己選択」に基づく相談支援およびケアマネジ

メントの充実に努めました。日常的なかかわりや

ご家族との対話、多職種との情報共有を通じて 

意向や不安を把握し、ケアプランや支援内容に 

反映することで、そのひとらしい生活の実現に 

つなげることができました。令和７年度はブロッ

ク内全事業所で第三者評価を受けています。 

 



4 

 

③ご意見やご要望があげやすくサービスに

反映できるよう、現在も設けているご利用者

との 懇談会の場を、ご利用者と職員はもち

ろん、ご家族も参加できる場にとなるように

努めます。 

 

 

 

 

 

 

④多くのご利用者・地域の方々へ事業所を 

知っていただき、ご利用していただくことが

できるように、情報発信を積極的に行い  

ます。 

③意識的にご家族や外部の方々、評価機関からの 

ご意見をいただける機会をつくり「第三者からの

気づき」や「見てくれている」「注目されている」

という意識、仕事のモチベーションや接遇マナー

への影響は大きく、いただきたご意見はさまざま

な形で職員へフィードバックし、サービス向上に

取り組んでいます。各事業所単位で利用者懇談会

の開催や、サービスへのご意見、接遇マナーに 

関する定期的なアンケート実施などを計画どお

り行いました。 

 

④さくらかえででは地域会議や居宅訪問ミーテ

ィング、リブインさくらでは入居戦略会議など 

定期的会議を実施しています。自治会周囲へ事業

所の認知および集客へのつながる活動を行うと

ともに、ブロック単位では広報会議やＳＮＳを 

活用した宣伝活動を行っています。 

 

 

（２）働きやすい職場環境づくりとともに、「法人が求める人財像」を意識し、その視点からの人財

育成に努め、“強くしなやかな組織”をつくります。 

設定理由・・・人財育成は良質なサービス提供のために欠かせない要件です。 

職員配置を安定的に確保するため、職員の採用・育成・定着は継続的な課題と  

捉えます。仕事の本質を明確にし、目的を持って取り組むことで、職員のスキル

アップとなり、組織体制の整えにつながる。そして、継続して利用者支援にあた

っている職員が、心身ともに安心して働ける職場環境につながると考えます。 

また、就業規則等の改定・有給休暇の取得促進・処遇改善としての手当上乗せ・  

就業時間の一部見直し・人事考課制度の資質向上などの具体的な見直しを導入し、

働きやすい職場環境づくりを行います。 

取り組み内容 評価 

①「法人が求める人財像」として“主体性・

チームワーク・自己研鑽”の観点から、職員

が自分の役割を持ち、事業所運営に率先して

かかわれる組織づくり。 

・自分で考え、自分の言葉で語れるひと。 

・自分のことも相手のことも大切にできる 

ひと。 

・相手のささいな変化に気がつけるひと。 

・失敗を大事にできるひと。 

・学び続け、成長できるひと。 

①居室担当業務、委員会活動、その他担当業務、

VISION 2028 部やチームなどの業務など、部署

での専門職業務以外にかかわりを持てる体制を

意識し、我がこととして主体性を持ってかかわれ

るスキルアップを目指した育成に取り組んで 

います。 
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②人事考課制度を活かしたコミュニケーシ

ョンの活性化とリーダー・中核人財の育成。 

 

 

 

 

 

③長く働ける労働環境づくり（平等な勤怠・

超過勤務削減・有給取得等）。 

 

 

 

④新卒およびキャリアアップ（中途）採用へ

の取り組み。採用ホームページやＳＮＳを 

活用した採用ツールの開拓。 

 

 

⑤ミドル層シニア層、外国人、障がい者雇用

への取り組み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ストレスチェック・ハラスメント防止への

取り組み。 

 

②継続的に人事考課制度を活用し、職員同士の 

コミュニケーション機会や研修参加など組織的

に動けるようになっていると思います。就業規則

や給与規程の見直しとともに、人財育成を意識し

た人事考課制度の評価基準の見直しを行いま 

した。 

 

③人事労務システム導入、給与形態改定（処遇 

改善）や就業規則の見直しなどの労働環境づくり

に取り組んでいます。人事労務管理システムの 

導入を決めることができました。 

 

④新卒採用については今年度も厳しい状況が 

続いており、１名の採用に留まりました。自社 

ホームページの採用ポータルサイトの更新や 

生産的かつ効率的な運用に取り組んでいます。 

 

⑤人財雇用・安定した事業運営の観点から、障が

い者雇用・外国人財雇用・シニア人財雇用などに

対しても、ブロックとして意識して取り組めるよ

うになっています。ブロックとしては障がい者雇

用数も増えました。外国人人財（主に特定技能）

採用は、ランニングコストがかからないなど、 

法人の要望に合致した会社と契約を結びました。

現在３名が就労しています（常勤職員）。うち  

２名に対して、足立区の「介護サービス事業所等

職員の家賃支援事業」の活用サポートを行いま 

した。 

 

⑥ストレスチェックやハラスメントについても

ポスター掲示や研修などをとおして、職員への 

周知・情報共有の動きに努めました。 

 

（３）数年間の取り組みで一定の形が見えてきた、さくら・かえで毎の一体化運営体制づくりに引き

続き取り組み、事業運営の体制をさらに整えます。それぞれのご利用者の支援目的を再確認する

ことで事業の特性を理解し、新たな体制を構築しながら、併設の事業所とともに安定した事業 

運営を目指します。 

設定理由・・・さくら（介護保険法）とかえで（障害者総合支援法）の２事業所が同フロアで  

生活される特異な形の事業運営である当事業所ですが、いままではフロア単位で
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の配置や管理体制をとり運営してきました。ただ、従来型特養の専門職の業務 

負担、人事考課上の部署管理規模のばらつき、採用・人財育成などの仕組みづく

りや今後の制度展開など、さまざまな視点で考え、できる限り制度に沿った運営・

管理体制（人員体制、適正な収支基盤等）が必要なため。 

取り組み内容 評価 

①制度に沿ったご利用者の支援体制の効果

測定と見直し。 

 

 

 

 

 

②人事考課制度における組織体制整理（管理

職・指導職の事業管理規模の整理など）。 

③会議・ミーティングや委員会活動などの 

体制の効果測定と見直し。 

①さくらかえでについては、７年ほどかけて編成

に取り組んでいる「さくら・かえでの一体化体制」

として組織体制のほぼ定着し、各部署でのご利用

者支援と職員育成管理を行っています。 

※①については、総括に各事業所の取り組みとし

て記載 

 

②③引き続き、事業運営単位の整え。例えば、  

人事考課上で管理職層および指導職層が管理す

るご利用者数 および職員数等に対して、職層に

求められる役割に差が生まれないような組織 

体制の見直しに取り組んでいます。組織体制もイ

メージする規模や形になってきました。 

※②については、（２）②にも記載 

 

（４）報酬改定と法人事業計画を軸に事業所全体で運営・経営を考えます。 

設定理由・・・令和６年報酬改定（介護保険・障害者サービス等）に対する必要な要件の見直

しや取り組み、加算要件などの精査をし、さくら・かえでの運営および収支基盤

整備に取り組みます。引き続きそれぞれの事業で利用率目標や財務での目標を 

定め、事業の目的を再認識したうえで、ひろい視野で事業の安定に努めます。  

必要なサービスが安定かつ継続的に提供するために義務化されるＢＣＰ（業務 

継続計画）を整理し、感染症や自然災害に備えます。 

取り組み内容 評価 

①利用率・財務に関する目標の設定。当期 

資金収支差額の黒字化（大規模修繕・大規模

設備投資を除く）。 

③物価高騰および光熱水費の値上げに対す

る具体的な節約・節電等の対策。 

 

 

 

 

 

 

 

①③利用率・収益の年間目標および経営改善に 

よる黒字化について、入居事業においては、退居

者が出た後の速やかな入居に取り組みました。 

短期入所および通所事業においては、近隣の居宅

介護支援事業者や足立区の障がい福祉センター

への定期訪問の継続、短時間ショートステイ体験

（ちょこっトステイ）の開始などを行い、地域の

いまの福祉ニーズの聞き取りをすすめています。

デイさくらでの短時間利用サービスへのニーズ

はひきつづき見られています。リブインさくらに

おいては、利用率目標に向け、戦略会議や紹介 

会社との連携を強化し、地域町会との関係性  
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②コンプライアンスの徹底。 

⇒行動規範、規程・契約、法制度に則った  

構築、ホームページでのこまめな活動報告などを

行い、情報発信と連携に努めました。支出面に 

ついては、管理課にて、毎月予算管理ミーティン

グを実施し、予算執行状況の共有をすすめま  

した。予実管理 Excel（各自担当分）を管理課  

職員が毎月作成し、実績の評価を行いました。  

管理課の各担当者が主体的に予算執行状況の 

把握を 行い、コスト意識の向上とともに、業務

見直しや経費削減に関する提案ができました。 

その結果、一部においては経費削減や業務効率化

など、具体的な改善効果がみられました。一方で、

予算執行状況の分析や提案内容の深度には担当

者間で差が見られ、全体としては改善への寄与が

限定的な側面もありました。また、支援現場の 

管理職による教養娯楽費の予算執行管理を開始

しました。不十分な点がいくつかみられたため、

さくらかえでの入居支援課・通所支援課・食事 

支援課とリブインさくらの各担当者とふりかえ

りを行い、課題を確認共有しました。多くの職員

が法人全体的な事業のイメージを持ち、自分の 

担当業務にあたれるよう、周知・実践できること

を引き続き目指します。 

総括すると、今年度も黒字化を達成できました。

サービス活動増減差額および比率が、さくら・ 

かえで（＋２３．１百万円。３．３％）、リブイ

ンさくら（＋４．５百万円。２．０％）、となっ

ています。しかしながら、目標利用率を上回った 

事業は２事業のみで、人件費の増大もあいまっ

て、前年度に比べると収益状況は悪化しました。

サービス活動増減差額の前年度比は、さくら・ 

かえで（△１０．９百万円）、リブインさくら  

（△７．９百万円）です。さくらとリブインさく

らにおいて、利用率の向上が課題です。費用に 

ついては人件費の伸びが顕著です。さくら・かえ

で（＋２６．８百万円。人件費比率＋２．３％）、

リブインさくら（＋４．７百万円。同＋３．４％）

となりました。人件費の適正管理が重要です。 

 

②財務部を中心に、会計往査の対面実施、書式 

各種の見直しに取り組みました。 
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事業運営、権利擁護（虐待防止）システム、

報酬改定への対応等、ＰＤＣＡサイクルに 

則った検証・確認・更新をします。 

 

④固定資産物品の購入計画の整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤安心・安全の基盤－リスクマネジメント。 

⇒ガイドラインに沿ったＢＣＰ（業務継続計

画）の策定、防災訓練等の実施、感染症予防

への対応、支援災害など有事への備え、緊急

時連絡メールの浸透等に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

④財務部やえんセクション、ものセクションと 

連携し、中長期設備投資計画および中長期資金 

計画表の作成と更新を行いました。それぞれ、 

多摩ブロックメンバーと対面会議をしました。 

また、毎月のもの担当者ミーティングおよびもの

セクション会議にて、さくらかえでとリブイン 

さくらの中長期設備 投資計画が完成し、修繕 

予定計画の進捗共有ができました。修繕予定計画

と中長期設備投資計画を中長期資金計画に反映

させ、いつ・何に・いくら必要であるのかの把握・

管理を行いました。さらに、設備更新のうち補助

金や助成金が活用できるものは逐次申請し、資金

調達を行いました。契約書や保守申込書、補助金

資料など、重要書類の適切な保管を継続していま

す。また、生産性向上・ＤＸの取り組みとして、

音声入力できる介護記録ソフト（ブルーオーシャ

ンシステム）、移乗支援機器など次世代介護機器

の導入をしました。また、事務の生産性向上を 

目指してＤＸスキルアップミーティングを月２

回程度行いました。 

 

⑤パンデミックや災害に対する危機管理を踏ま

えた運営体制づくりをすすめています。「業務 

継続計画（ＢＣＰ）策定」の詳細部の詰めなど、

まだ課題は残したかたちとなっていますが、地元

町会との防火防災体制の強化を目的として、防火

防災訓練を計画どおり実施しました。管轄の消防

署で行われる訓練などにも積極的に参加する 

ことができました。また、近隣のグループホーム

の花のさと様と、災害時における福祉避難事業所

に関する協定書を取り交わしました。その他、 

備蓄倉庫内の消費期限間近物品の入替などを 

予定どおり行うことができました。リブインさく

らにおける備蓄品についても整備をすすめてお

り、引き続き必要な物資の確保と管理体制の充実

を図っていきます。 
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（５）地域貢献事業の基本：地域・社会貢献につながる事業を創造します。 

設定理由・・・地域に安心をもたらす福祉拠点としての役割を果たすことができるように、  

法人中長期計画にもとづき、かかわるすべてのひとたちが笑顔となり、つなが

りの持てる地域貢献事業を創造します。新たにつながりを持つことができた 

事業所が増加したことにより、協働して創造していくことが可能となりました。 

取り組み内容 評価 

①施設設備の貸し出し、地域で活動をしてい

る個人・団体とのつながり。 

②地域機関との連携、地域に対しての社会 

福祉貢献。 

⇒社会福祉法人としての役割を意識した 

活動を積極的に行います。 

③ひとりでも多くのご利用者や職員が、地域

とのかかわる機会を増やし、ご利用者の地域

参加およびご利用者支援の向上につなげ 

ます。 

 

①②③令和３年度の発足以降、ブロックで地域会

議を設け、足立ブロックにおける地域活動の推進

主体として活動を続けています。ピアノの地域開

放や近隣の福祉施設と協働してのボッチャ大会、

キッチンカー祭りなど、新しい取り組みも生まれ

ています。また、事業所内の他の会議体（地域支

援課ミーティング、居宅訪問ミーティング、ピア

ノ打ち合わせなど）や事業所運営を統括する運営

会議、法人全体の地域活動をとりまとめるランド

マークチームなどと連動・連携し、例えば、谷在

家さくらマルシェで「狛江エリア２０周年」を記

念したイベントを行うなど、全社的な地域活動の

一翼を担うことができました。 

※野菜販売、谷在家マルシェやフードパントリ

ー。さくらかえでではキッズドア様への自習室と

してのカフェスペースの貸し出し。包括では自主

グループ（体操活動）の活動場所提供等。リブイ

ンさくらではわらび餅ち販売、自治会や近隣住民

の方との交流を行い、地域とのかかわりを率先し

て行いました。 

※上記を踏まえ、中学校（特別支援級の生徒を 

含めた）の職場体験、法人ボッチャ大会への特別

支援級の生徒チームの参加、ボッチャによる近隣

の高齢舎・障害者の事業所と交流、鹿浜地域学習

センター様企画のおしごとらんど（職業紹介）の

参加。地域内担当包括のあんしん連絡会参加や、

地域自治会等とのかかわり、敷地内にキッチン 

カーを呼んでのイベントなどを率先して行いま

した。ご利用者も参加できる機会は増えており、 

地域と共生するネットワーク構築に向けて取り

組みを続けています。 
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◎ 財務に関する目標に対する評価 

 目標値（利用率） 実績 ○× 

さくら（入所） ９８．０％ ９７．２％ × 

さくら（短期入所） ８５．０％ ８１．１％ × 

かえで（施設入所） ９８．０％ ９８．９％ ○ 

かえで（短期入所） ８５．０％ 

⇒９０．０％へ引き上げ 

８６．８％ 
× 

デイさくら ８５．０％ ８２．３％ × 

かえで（生活介護） ９４．１％ 

（通所９０％、入居９８％） 

９６．７％ 
○ 

居宅さくら ７７．９％ ７５．１％ 

× ・ケアマネジャー増員 ２人→３人（１０月以降） 

・延べ利用者数は増加 ９５７人→９９１．７人 

包括鹿浜 事業委託費執行率９０．４％ ８９．５％ × 

一般管理費（歳出総額５％ 超過

分、宿日直手当除く） 

１００万円以下 

一般管理費（同左） 

７０．４万円 ○ 

リブインさくら ９０．２％（在籍者） ８８．４％（在籍者） × 

 

 

３. 利用状況（令和７（２０２５）年４月１日～令和８（２０２６）年３月３１日） 

 

【さくら 施設入居】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

365 日 65 名 64 名 23,062 名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

63.2 人 97.2％ 98.0% 99.2％ 

 
 

【さくら 短期入所】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

365 日 ７名 3 名 2,071 名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

5.7 人 81.1％ 85.0％ 95.4％ 

 

 

【障害者支援施設かえで 施設入所支援】 
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営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

365 日 10 名 10 名 3,609 名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

9.9 人 98.9％ 98.0％ 100.9％ 

 

 

【かえで 短期入所】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

365 日 2 名 1 名 634 名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

1.7 人 86.8％ 90.0％ 96.5％ 

 

 

【かえで 生活介護】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

264.5 日 20 名 40 名 5,113 名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

19.3 人 96.7％ 94.1％ 102.8％ 

 

 

【デイサービスセンターさくら】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

 310 日 28 日 85 名 7,573 名 

一日平均 利用率（3～4 時間

0.5 換算） 

目標利用率 目標達成率 

 24.4 人  82.3% 85.0% 96.8% 

※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

 

【足立区地域包括支援センター鹿浜】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

 293 日 8,239 名 名 7,214 名 

 

 

【居宅介護支援事業所 デイサービスセンターさくら】 

営業月数 定員(年間平均) 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 

12 月 110.0 名 106.0 名 991.7 名 

一月平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

82.6 人 75.1％ 77.9％ 96.4％ 

※要支援者に関しては、１/３名として換算、定員はケアマネジャー１名につき３９名 
 

 

【リブインさくら】 

営業日数 定員 利用者数(3/31 現在) 延べ利用者数 
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 365 日 41 名 33 名 12,891 名 

一日平均 利用率 目標利用率 目標達成率 

35.3 人 86.1％ 90.2％ 95.5％ 

      ※平均、パーセンテージは少数第一位まで 

 

 

４. 職員状況（令和８年３月３１日現在） 

 

【さくらかえで合算（デイサービスセンターさくらと生活介護（直接介護者）抜く）】 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

介護職員/生活支援員 33 29.3 18 15 11 14 

看護職員 7 6.0 2 5 5 4 

機能訓練指導員 2 1.0 1 1   

管理栄養士/栄養士 2 2.0 2    

調理員 9 9.1 4 10 2 4 

相談職（生活相談員） 1 1.0 1  1 1 

介護支援専門員 2 2.0 2   1 

管理者（施設長/所長） 2 1.5 2    

事務職員 8 6.7 4 4 3 1 

清掃・宿直・日直 16 5.4  16 4 4 

 

 

【デイサービスセンターさくら／デイサービスセンターかえで（生活介護（直接介護者））】 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

介護職員/生活支援員 23 19.1 8 15 3  

看護職員 1 1.0 1    

機能訓練指導員 1 0.1     

相談職（各職種を記載） 1 0.5 1    

サービス管理責任者 1 1.0 1    

管理者（施設長/所長） 1 0.5 1    

送迎添乗員 1 0.4  1   

 

 

【居宅介護支援事業所 デイサービスセンターさくら】 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

介護支援専門員 2 2.0 2  1  

主任介護支援専門員 1 1.0 1  1  
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所長兼／主任介護支援専門員 1 0.3 1    

 

 

 

 

 

【足立区地域包括支援センター鹿浜】 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

看護師／保健師 3 1.9 1 2 2 2 

事務職員 1 1.0 1    

主任介護支援専門員       

介護支援専門員      1 

社会福祉士 2 2.0 2    

介護福祉士 

／実態把握専門員 

1 0.6 

 

 1   

所長 

／主任介護支援専門員兼 

1 1.0 1    

 

 

【リブインさくら】 

職種 配置数 現員(常勤

換算) 

 

うち常勤 

 

うち非常勤 

入職者数 

(通期) 

退職者数 

(通期) 

介護職員 15 15.0 14 1 4 7 

看護職員 6 4.7 3 3 2 3 

機能訓練指導員 1 0.1  1   

相談職 1 1.0 1    

計画作成担当者 1 0.5 1    

管理者（施設長） 1 0.5 1    

食事清掃担当 9 4.0  9 1 1 
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５. 事故報告 

【さくら／入居支援課】 

（１）重大事故  １０件 

日付(時間) 内容 対応・対策 

4 月 1 日 

 

居室で転倒、骨盤（腸骨、座骨）骨折をされ、

入院。手術はせずに保存療法と痛み止めの 

内服で疼痛コントロール、その後退院。 

臥床時にはプレートセンサーを

設置し、常時所在を確認。移乗時

には必ずコールを押していただ

く声掛けを徹底する。 

5 月 14 日 

 

トイレで排泄後、自身で車椅子へ移ろうとさ

れ膝折れ、崩れ落ちそうなところを職員が 

介入したが、膝に負担がかかり 右脛骨近位

端骨折・腓骨骨折の診断。手術を受け退院。 

足の動きが悪く、可動域も限られ

ていることから職員の介助は 

必要。無理せずに２人介助で排泄

介助・移乗を行う。 

10 月 15 日 

 

入浴のためストレッチャー（最低床）にて 

支援中、職員が背後にあるタオルを取ろうと

ふりむいた際にご利用者がストレッチャ―

より滑落。右前額部より出血あり。受診し 

ＣＴ異常なし。創部を二針ホチキス止め。 

体動が激しいため、対応中は目を

離さず安全バーは一瞬でも離れ

るときには設置する。 

10 月 23 日 

 

就寝支援時、着替えが右腕だけうまくできて

いないことに気づく。確認すると右上腕から

肘にかけて内出血あり。熱感や腫脹はないも

のの、動かすと痛みの訴えあったため受診。

右上腕骨近位端骨折の診断。入院し手術を 

受ける。その後１１月７日退院。 

発見前に対応した複数の職員に

確認するも転倒や転落等の事故

はなく、支援時に腕を掴まれた

か？等ご本人に確認するも違う

とおっしゃられ、経緯原因は  

不明。退院後、居室内環境の見直

し、こまめな巡回確認を行う。 

11 月 8 日 

 

２週間の入院から退院されたので入院時に

預かっていた「ネックレス」「指輪」を本人

にお渡ししようとしたところ、保管されてい

た場所（居室内、かばんの中の財布の小銭 

入れ）からなくなっていることが判明する。 

防犯カメラの映像確認、職員への

個別の聞き取り実施。ご家族へ 

経過報告を行い、１１/１１西新

井警察へ届け出。その後も見つか

っていない。今後は、ご利用者 

不在時には貴重品等の管理を 

事務所内の金庫にて行う。 

11 月 10 日 

 

居室トイレにて排便あり。職員が汚れた清拭

タオルを汚物室に置きに行った際に廊下に

て左側臥位にて転倒を発見。トイレ終了後 

ズボンを履きトイレに座っていただいたが

立位避けて座位は食事のときだ

けの短時間にするよう指示あり。

安静対応となる。転倒リスクの 

高いご入居者の介助に入る場合
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ご自分で居室から出てこられた。外傷確認。

左手首に内出血３ヶ所確認。東京都北部病院

整形外科外来受診。レントゲン・ＣＴ撮影。

右恥骨骨折。ずれは大きくなく入院は不要。 

は、安全な体制を ご本人が維持

していると勝手に判断せず、見守

り強化、転倒リスクに関する情報

共有、環境整備等行う。 

11 月 16 日 

 

昼頃から右手指に痛みがあり、右第２－３付

け根周囲の腫脹見られる。触れると疼痛あ

り。クーリング固定行う。ご家族へ痛み、内

出血、腫張について謝罪と報告。翌日病院 

受診。結果右手人差し指の付け根の骨折が 

判明。手術ではなく保存療法となる。 

職員の報告では原因は明確に 

なっていない。ご高齢なので骨が

もろくなっている状態と考えら

れる。 

11 月 19 日 居室のドア付近で転倒。左側を下にして倒れ

ている所を職員が発見。ご本人より左側全体

の痛みと左の頭もぶつけたと話あり。ご家族

へ病院受診の件を報告。東京北部病院の脳神

経外科・整形外科受診。頭部ＣＴ検査→後頭

部に軽度の腫脹、脳自体は問題なし。プレー

ト固定が必要とのことで、手術のため入院と

なる。 

車椅子への移乗を手摺の位置を

変える。どちら側でも移乗は可能

だが、右側手摺は恐怖心がある 

様子で柵の握り・下肢のこわばり

が強い。左右どちらも腰の支えは

必要であるため従来通りの位置

で、臀部の支えで移乗を行う。 

トイレは一部介助見守りをする。 

12 月 15 日 起床介助後、自席で座られていたが、窓際 

まで自走され前のめりに転倒。額に３ｃｍ 

程度の腫脹見られる。左手首腫張あり、疼痛

部位問うも不明瞭。意識レベル問題なし。 

整形外科、脳神経外科受診。右手根本にヒビ

がはいっている。シーネ固定開始。受診時 

痛み強くない様子なので内服処方なし。 

右手の骨折で食事の食べづらさ

あるため、摂取状態が確認できる

よう席を変更。一部介助が必要。

要観察。見守りを欠かさず、仮に

着席されていても環境整備（窓 

からの距離調整）等行い、安全を 

確保する。 

12 月 29 日 離床時に手の腫れを発見。痛みの訴えなし。

ご本人に痛みの訴えはないが、左手を確認し

たところ、左手第４指の付け根に内出血が 

見られ腫脹あり。東京北部病院整形外科に 

受診。レントゲンの結果、左手第４指の付け

根の骨折と診断。シーネ固定で戻られる。 

体動なく良眠されていたので、 

昨日の転倒時のものなのか、ベッ

ド柵に手をかけていた為なのか、

いつできたものかは不明。  

 

（２）事故ヒヤリハット（件数） 

大区分 怪我等 290 服薬関係 80 医療行為 10 対人関係 6 

 

 

 

中区分 

 

出血 24 誤薬 5 経管栄養 1 利用者同士 5 

表皮剥離  27 忘れ 24 点滴関係 2 利用者と職員 1 

内出血 65 落下 35 バルン関係 1 情報管理  

打撲 6 吐き出し 9 処置関係 5 所有物管理  

火傷  セットミス 4 未測定 1 機器操作  
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誤嚥  その他 3 その他  その他  

異食 8  

その他 10  

外傷なし 150 その他(所在不明含む) 35 

  【かえで／通所支援課・入居支援課】 

（１）重大事故  ０件 

日付(時間) 内容 対応・対策 

 特にありませんでした。  

（２）事故ヒヤリハット（件数） 

大区分 怪我等 50 服薬関係 10 医療行為 7 対人関係 2 

 

 

 

中区分 

 

 

 

 

出血 4 誤薬  経管栄養  利用者同士  

表皮剥離 1 忘れ 1 点滴関係  利用者と職員 1 

内出血 2 落下 7 バルン関係  情報管理  

打撲 1 吐き出し  処置関係  所有物管理  

火傷  セットミス  未測定  機器操作  

誤嚥  その他 2 その他 7 その他 1 

異食   

その他 42 その他(所在不明含む) 5 

 

【デイサービスセンターさくら／通所支援課】 

（１）重大事故  ０件 

日付(時間) 内容 対応・対策 

 特にありませんでした。  

（２）事故ヒヤリハット（件数） 

大区分 怪我等 5 服薬関係  医療行為  対人関係  

 

 

 

中区分 

 

 

 

 

出血 1 誤薬  経管栄養  利用者同士  

表皮剥離  忘れ  点滴関係  利用者と職員  

内出血  落下  バルン関係  情報管理  

打撲  吐き出し  処置関係  所有物管理  

火傷  セットミス  未測定  機器操作  

誤嚥  その他  その他  その他  

異食   

その他 4 その他(所在不明含む)  

 

【リブインさくら】 

（１）重大事故  ５件 

日付(時間) 内容 対応・対策 

5 月 2６日 

５：２０ 

センサー反応し居室へ伺うとベッドから 

滑落。バイタル異常なく疼痛、浮腫なく立位

5/30 臨時カンファレンス実施。

夜間帯センサー頻回の対応とし
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もできることで経過観察。5/29 左大腿部 

疼痛、浮腫、熱感があり整形外科へ受診し、

左大腿骨転子部骨折の診断。入院治療と手術

となる。 

て、夜勤者２人の視点より対応 

強化。起床するサイクルを確認し

事前対応の危険予測。 

８月７日 

５：２０ 

居室より声があり、すぐに訪問しトイレ方向

に足がある状態で仰向け状態で転倒してい

るところを発見。「トイレへ行こうとして倒

れたの。足が痛くて立てない。」と返答され

ました。左大腿部辺りの疼痛が見られ浮腫、

熱感あり。可動域制限、過度な疼痛が見られ

座位や動くことが困難であり、救急車にて病

院受診。左大転子部骨折にて治療のため入院

となる。 

眠剤をご自身で管理されており

服薬によりふらつきが見られる

ことも考慮し、センサーを設置。

杖歩行であるが、杖が遠くにあり

使用せず歩行されたため、排泄 

パターンを把握し事前に訪問す

る支援が必要。 

１０月３日 

１６：００ 

昼食のため全支援で車椅子に移乗する際、 

左大腿部付近より音あり。車椅子座位可能。

ベッドへ移乗するが疼痛、腫脹なし。その後

は自制内疼痛あった。16：００ベッド上で左

大腿部疼痛あり。可動制限、腫脹あり救急車

要請。病院搬送し左大腿部骨折にて入院とな

る。左大腿部骨折認めシーネ固定、痛みを取

る治療、手術前 検査実施。 

支援の際に自然な形で外傷に 

つながった。ご家族も医師より 

骨粗鬆症と医師より説明を受け、

自然骨折と説明を受ける。 

 

１０月２１日 

６：２５ 

巡回時、訪室すると床に横たわる感じで座っ

ている。ご本人に確認すると「トイレからベ

ッドに戻るときに転んだ」と返答。左手首が

腫れて握れないことや、腕に小さな傷あり。

オンコール対応し指示により、保冷材を包帯

で固定し冷やし三角巾にて固定。整形外科 

受診し、レントゲンを撮り左手首骨折と診断

される。若年層であれば形成のため手術をす

すめるが、高齢もありリスクが大きいことで

保存治療となる。シーネにて固定し施設に 

帰施される。 

切迫性尿失禁もあり尿意を感じ

ると急いでトイレへ行く傾向が

あるため、焦りながらトイレへ行

くことで靴の踵を踏んだり、起床

したばかりのためふらつきも 

あることで注意が必要。居室が 

ケアステーションから遠い場所

であり物音など聞こえないこと

で職員間での行動引継ぎが必要。

完治するまでプレート式センサ

ー使用し、こまめな巡回を行う。 

３月１２日 

６：００ 

排泄時、右手拘縮が強く自身のズボンをつか

んでいたため、右腕を５㎝程上に動かした際

ポキッと音が鳴り、腕が脱力している状態。

他の職員に報告し、右腕（肩）腫脹、可動域

制限あり疼痛過度、腫脹熱感あり。応急処置

として三角巾で固定。疼痛伴い腫脹あること

で整形外科へ受診。右肩のレントゲン実施し

右上腕骨頭粉砕骨折と診断。動脈に触れてい

普段から支援拒否が強く、身体や

腕に力が入っている状態であり、 

無理にベッド上で上肢更衣支援

は行わないこと。日中はトイレ 

支援を行っているが本人への 

負担が強く肩の脱臼の危険性も

ある。都度、声かけし丁寧な支援

を行う。 
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る骨の除去手術をした方が良い、人工骨頭手

術は高齢のためできないと医師より説明が

あり。動脈に触れている骨を取り除く手術を

行い翌日退院となる。 

（２）事故ヒヤリハット（件数） 

大区分 怪我等 198 服薬関係 21 医療行為 8 対人関係 0 

 

 

 

中区分 

 

 

 

 

出血 36 誤薬 2 経管栄養 0 利用者同士 0 

表皮剥離 33 忘れ 5 点滴関係 0 利用者と職員 0 

内出血 87 落下 10 バルン関係 3 情報管理 0 

打撲 5 吐き出し 2 処置関係 1 所有物管理 0 

火傷 1 セットミス 2 未測定 2 機器操作 0 

誤嚥 0 その他 0 その他 2 その他 0 

異食 0  

その他 36 その他(所在不明含む) 75 

 

 

６. 権利擁護（苦情・虐待通報等） 

【さくら／入居支援課】 

日付 内容 対応 解決 

5 月 12 日 ショートステイご利用者の入浴衣類

が肌着とズボンに色がついており、

衣類が着れない状態になった。 

ご家族に謝罪、状況の

確認をすることをお

伝えする。 

入 浴 剤 と 漂 白 剤 に 

浸したところ漂白剤

で色落ちを確認。同様

のことがないように

注意していく。 

8 月 23 日 「インスタグラムに顔が写っている

ので削除してほしい。」とご要望あ

り。 

確認すると写真掲載

不可の方であった。 

謝罪し、すぐに削除 

する。 

同様のことがないよ

うに「写真掲載不可」

の方の一覧を作成し

管理を徹底していく。 

10 月 14 日 ベッド上での排泄介助が終わった後

に職員がおむつを投げるそぶりをし

た。とご本人より話あり。 

時間帯にかかわった

可能性のある職員に

聴取するも該当者の

特定はできなかった。 

調査結果を報告し、 

謝罪する。 

11 月 14 日 「ショートステイ利用時の食器が 

汚く食事が美味しくない」とのこと。 

傾聴、謝罪する。経年

劣 化 に よ る 部 分 も 

あることを説明する。 

年度内に食器の入替

を行った。 

1 月 13 日 ご家族より「爪が剥がれていた。面会

に行った親族が気づいたが職員は気

が付かないのか？」と指摘を受ける。 

気がつくのが遅れた

ことについて謝罪し 

以後同様のことがな

いよう、こまめな連絡

を約束する。 

1 月 16 日 サービス担当者会議にて、ご家族が

面会時にトイレに連れて行こうとし

転倒等のリスクにつ

いて説明し、承知の 

職員に、ご家族へ支援

のリスクをお伝えし、
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たところ職員から「やめて欲しい」と

止められた。 

うえご家族が対応し

ていただけることは

問題ない旨をお伝え

する。 

ご家族の支援介入を

尊重するように指導

する。 

【かえで／通所支援課・入居支援課】 

日付 内容 対応 解決 

８月７日 横断待ちの子どもがいる状況で当法

人の車両が一時停止せずに通過した、

とのご指摘があり。車両のロゴを確認

された通行人の方より、法人の別事業

所へ連絡があり、「かえで」へ情報  

共有される。 

該当の地域を走行し

ている送迎車があっ

たため、直ちに運転手

と添乗員への状況確

認を行う。聞き取りの 

結果、ご指摘のあった

場面を特定すること

はできなかった。 

場面の特定はできなか

ったが、後日、送迎業務

を委託している業者の

担 当 者 立ち 会 いの も

と、当該運転員へ状況

報告および安全運転に

関する指導を行う。 

8/15 当法人の車両が道路をふさぎ通行の

妨げになっている、とのご指摘を近隣

住民の方よりいただく。また、その際

の運転員の対応において不適切な 

発言があったことについても併せて

苦情が寄せられた。 

通報者へ電話連絡を

行い、改めて謝罪を 

行う。運転手と添乗員

への聞き取りを行っ

た結果、狭路での離合

をきっかけとした通

行人とのトラブルで

あり、双方の話は概ね

一致。警察による現場

検証が行われ、その結

果、運行委託業者と 

通報者との間で直接

対応することとなる。 

運転手と委託業者へ面

談を行い、運転員に対

しては、法人名の車両

を運転している自覚を

持ち、常に謙虚な姿勢

で運転・応対に努める

よう厳重注意を行う。

また、添乗職員に対し

ても、トラブル発生時

の速やかな謝罪および

状 況 の 仲裁 と いっ た 

初動対応の重要性につ

いて改めて指導。 

 

【デイサービスセンターさくら／通所支援課】 

日付 内容 対応 解決 

9 月 18 日 送迎車が、集合住宅の敷地内の出入口

付近に停車していた際、住民の方から

「通りたいので車を動かしてほしい」

と声をかけらる。運転手は「もうすぐ

ご利用者が来るので、少しお待ちくだ

さい」と答えましたが、住民の方から

は「すぐに動かしてくれなかった」 

「対応が冷たかった」「今回で２回目

だ」との苦情あり。 

管理者が電話で住民

の方に連絡し、状況の

確認と謝罪を行う。 

また、当日の運転手に

も話を聞いたところ、

対応は丁寧に行った

とのこと。住民の方の

受け止めと食い違い

がある。 

同 じ 運 転手 が 担当 の 

ため、再発防止として、

送迎場所を集合住宅の

敷地内ではなく、敷地

外に変更した。これに

より、住民の方とのト

ラブルを避け、ご利用

者の送迎に支障が出な

いよう配慮して対応。 

 



20 

 

【リブインさくら】 

日付 内容 対応 解決 

 特にありませんでした。   

 


